
NODE-REDとラズパイで温度・気圧を測定する
（BMP280）
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BME280
気温・湿度・気圧 の3つのセンシングを
たった1つでできる優れもの。

BMP２80
気温・気圧 の２つのセンシングを
たった1つでできる優れもの。
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※SDOに関しては、LOW（GND）でI2Cアドレスが0x76となり、
HIGH(+3.3V)でI2Cアドレスが0x77となるので、注意すること。
配線をはんだ付けする場合は、GNDを9番にすることで、横1列５個のメスピンで
安定した配線ができるので、おすすめです。

それぞれのピンに配線を行っていく。ピン
の配線は以下の通りである。
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I2Cとは
I2Cとは、Raspberry Piとセンサーなどの
ICとの間で通信するための規格のことです。
以下は、温度センサーと気圧センサーを
I2Cで接続した例です。

Raspberry Piからは測定の指示を出し、
センサーが温度と気圧データを送信する、
といった具合です。

それぞれのセンサーは独自の「アドレス」を
持っているため、1組のI2C信号線に複数
のデバイスを接続して、個別に制御するこ
とが可能です。
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実際の接続ですが、Raspberry PiのGPIO端子にI2C用のピンが用意されており(以下の
図の3番ピンSDAと5番ピンSCLを使用)、そこにセンサーなどを接続する形になります。
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わずか2本の信号線で複数の
デバイスと通信できる点がメリッ
トで、高速な通信が必要ない
センサーなどのICでは広く使わ
れています。

しかし、Raspberry Pi OS 
(Raspbian)をインストール後
はI2Cが無効になっているので、
I2Cを有効にする必要がありま
す。

スタートメニューから、「設定 -
> Raspberry Piの設定」を
クリックします。
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「OK]をクリックして完了です。 これでI2Cを使う準備が整いました。

設定ツールが起動するので、上部タブから「インターフェイス」を選択し、
I2Cの項目を有効にします。
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I2Cで接続されているデバイスの確認
接続がうまくできているかの確認や、アドレスの確認に便利な方法を紹介します。
普通にI2Cを使う場合はこの手順は必要ありません。
ターミナルを開いて、以下の$に続くコマンドを実行します。SDOをGNDと接続すると値は、７６です。

$ i2cdetect -y 1
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すると、全てのアドレスについてI2Cで接続されたデバイスをスキャンして、結果を表示
します。以下の例ではアドレス0x77に接続されたデバイスを検出しました。

この方法で、I2Cの接続がうまくできているかと、デバイスのアドレスが分かります。

I2Cの簡単な仕組み、Raspberry Piで有効化と実際にI2Cデバイスを検出する
手順の解説は以上です。I2C対応のセンサーやディスプレイ、ADコンバーターなど
様々なデバイスを利用することで、Raspberry Piの可能性がさらに広がります。
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フローエディタが表示されたら、以下のように移動
【≡】→【パレット管理】→【ノードを追加】→【検索エリアにbme280と入力】→
【以下の画像を参照してノードを追加する】
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入力にBme280(BMP280)のノードが追加される

以下の画像のようにノードを作成する
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i2cdetect 
で調べた値に
変更する。

BME280のノードをダブルクリックする。
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デプロイをしてから、True信号を送り、デバッグエリアに以下の画像のような気温・湿度・気圧の
センシングデータが取得できれば、完了です。
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温度と気圧を別々に表示する接続図

グラフ

を作ります。

値を四捨

五入する。
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Changeノード・温度取り出し
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Changeノード・気圧取り出し
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rangeノード・気圧値（四捨五入）
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guageノード・気圧の設定
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Chartノード・温度の設定
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ダッシュボードへ移行するには?

１．棒グラフの
アイコンを押す

２・矢印の
アイコンを押す
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Dashboardノード・温度・気圧の表示


